
謹啓 日頃より、私の政治活動に際し、絶大なるご指導、ご鞭撻を賜り、誠にありがとうご
ざいます。

この度の定例会においての一般質問では、習志野市の教科書採択についてと歯及び口
腔の健康づくりについて質問いたしました。

教科書採択ではどのような方法や意図をもって、子ども達のために教科書を選んでいるの
か、また公正性や透明性を高めているのか、歯及び口腔の健康づくりではどのような取り
組みを行い、習志野市の現状や他市の現状はどのようになっているのかを中心に質問を
いたしました。
是非、お目通しの上、ご意見、ご要望をお待ちしております。 謹白

平成３０年７月吉日
習志野市議会議員 関根洋幸

今こそ
若い力で
新しい習志野。

ご挨拶

Q：習志野市の教科書採択について伺う。

A：国、県の検定、調査研究を経た教科書を習志野市と八千代市からなる葛南東部
採択地区協議会で協議、選定後、各市教育委員会会議で採択を行っている。
また、同一の教科書を採択する期間は基本的に４年と規定されている。

Q：教科書採択の公開についての見解を伺う。

A:文部科学省、千葉県教育委員会からは、外部からの働きかけに左右されることなく、
適切かつ公正に行われるよう、静ひつな審議環境の確保に努めるよう通知がある。
習志野市は八千代市との共同採択地区であるため、一方の市が先に公開をすると
他方の静ひつな環境の確保が出来なくなることから会議の公開は困難である。

習志野市の教科書採択について
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多くの科学的な調査の結果、歯周
病が糖尿病や脳梗塞、心筋梗塞、
癌のリスクを高める事が判明して
います。また、歯が多く残っている
人の方が寿命や健康寿命が長く、
また認知症や寝たきりになりにく
いとされております。

香川県の調査では、歯の検診をし
ている高齢者とそうでない高齢者
と比べ年間１０～１５万円程度医
療費が安くなっています。日頃の、
また若いうちからの口の健康づく
りが重要です。

Q：習志野市の教科書採択は何を主眼において行われているのか伺う。

A：授業の重点である板書・発問・ノート指導などを基本として、子ども
達が「問いをもつ」「考える」「まとめる」「広げる」など、子ども達の学び
に合ったものであるのか等を考慮して、採択をしている。

Q：協議会の議事録の公開について伺う。

A規定がなく会議録はないが、今後会議の公開や議事録の作成につい
て、八千代市と検討、協議していく。

要望：複数の教科書が国、県の検定を通過し、各自治体がそれぞれの
教科書を採択する中、習志野市は子ども達のためになぜこの教科書を
採択したのかという事が重要。
現在のままではその背景が非常に見えにくくなってしまっている。
会議の公開には様々な困難はあると思うが公正性、透明性の確保の
ため、まずは議事録の公開を。

採択地区協議会とは習志野市、八
千代市の教育長、教育委員代表、
指導行政担当者、校長会代表、保
護者の代表の計１０名で構成され
ています。
この協議会で国、県の検定を通り、
尚且つ県教育委員会の審議会で調
査、研究された資料を基に、各市で
教科書を協議、選定します。
このような事から、習志野と八千代
は同じ教科書を使用していますが、
船橋市のように単独で教科書採択
を行う自治体もあります。これは自
治体の人口により共同採択か単独
採択かに分けられています。

採択地区協議会とは？

習志野市は平成２５年４月に（通称）健康なまちづくり条例を施行し、
様々な取り組みを行っていますが、この条例の中には歯と口腔の健康
づくりも盛り込まれています。健康なまちづくり条例としては珍しい例で
あり、素晴らしい事である一方、習志野市の節目検診（４０、５０、６０
歳）の受診率は２％となっており、近隣市よりも３～５倍もの開きがあり、
まだまだ改善の余地があります。

口腔ケアは近年の様々な研究により、健康寿命の延伸や医療費の削
減等にも効果が認められており、自治体をあげて取り組む例も少なくあ
りません。今後少子超高齢化社会を迎えるにあたり、自立的都市経営
の推進や行政サービスを維持していくためには、医療費の削減や高齢
者の方にいつまでも元気で活躍していただくことが重要です。

要望：近隣他市では受診対象者に対して歯科検診の個別通知を行っ
ている。習志野市でも今年度から未受診者に対する受診勧奨を行い、
受診率の向上を目指すが、更なる受診率の向上のために個別通知の
検討、導入を。

予防医療としての口腔ケア

ああああ

歯及び口腔の健康づくりについて
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